






































　Tenrikyo is a religious organization in Japan.  It was founded by Nakayama Miki in 1838 
and celebrates its 173rd anniversary this year.  Tenrikyo has organized the Association of 
Tenrikyo Social Welfare Institutions, joined by 133 institutions, and also provides a wide 
variety of welfare activities.  The ideas of welfare supporting these practices reflect the 
teachings of Nakayama Miki.  This paper focuses on Miki’s views on people with disabilities 
as a clue to seek for her ideas of welfare through her teachings.  
　Miki’s eldest son, Shuji, lived with a disability.  Miki worked many miracles on other 
people, such as healing various illnesses, yet she never brought a miraculous healing to 
her son.  Instead, she lived close together with her son to the end.  Miki never left out or 
discriminated against disabled people.  Miki’s attitude towards those people became the 
model for her followers to live up to in the relationship with them.
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  やなすしなすに　よハりなきよに 十七号53
　そのゝちハ　やまずしなすによハらすに
　心したいに　いつまでもいよ 四号37
　またさきハ　ねんけんたちた事ならば
　としをよるめハ　さらにないぞや 四号38
　このように「つとめ」がしっかりとつとめられて，
44 天理教教祖中山みきの障害者観
陽気ぐらしの世界が達成されると，障害もなく，障
害者もいなくなることになる。あるいは，また，た
とえ肉体的･知的・精神的障害があっても，そのこ
とが生きることに支障を与えない世界になるのかも
しれない。
　しかし，現実の世界は陽気ぐらし世界とはかけ離
れたものとなっている。これについて金子は「本質
的陽気ぐらし」と「実存的陽気ぐらし」に分けて説
明をしている。つまり「我々が現に・ここで形成す
る陽気ぐらしの世界は，決して『病まず死なず弱り
なきよう』な本質的陽気ぐらし世界ではありえな
い。」と述べ，「本質的陽気ぐらしこそ身心ともに
たすかる『自由自在』の世界であるが，そのため
には人間のたましいの完全なる浄化が前提とされ 
る。」11）と述べている。現実の社会は，人間実存の
苦闘の場であって，なおかつ遂行される陽気ぐらし
として「実存的陽気ぐらし」がある。ここにおいて
障害が消滅することはありえない。そこで障害者と
の共生をいかにはかるのかということが本質的に重
要になる。教祖と秀司のひながたでも述べたように，
相手のことを思いやりつつ，時には緊張関係を保ち
つつ，しかし心の深いところでは認め合い信頼しな
がら共生を目指すこと，決して障害を消滅させるこ
とにのみに目を奪われるのでないあり方こそ，天理
教教祖中山みきが示した障害者観であると言えよ
う。
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２ ）何に対して正当化する必要があったのかと言うと，それは教団内にある反対勢力に対してである。天理教団は
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動に反映される。つまり，教祖のひながたと同様，本部の意向や活動が地域の教会や信者にとって模範となる。
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